外貨建て金融商品の保有
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　外貨建て金融商品の保有経験がある世帯は全体の3.3％に過ぎず、また、現在も引き続き保有しているのは1.5％に止まっている。

　一方、今後の保有意思についてみると、「保有してみたい」との回答は10.1％と、前年に比べ若干ながら増加しており、外貨建て金融商品に対する興味の広がりは窺われる。ただ、商品の難解さ、為替変動リスクの忌避といった理由から「保有したくない」とする世帯は35.4％と、前年に比べれば減少したものの引き続き多い。
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外為取引の自由化

　本年４月の外為取引自由化に伴い外為取引に対する興味はやや高まった（「興味はない」とする世帯は前年対比△5.0％ポイント減少）。興味のあることがらの中では、「海外金融機関での口座開設」、「海外金融商品への運用」の増加が目立っている。


今後、取り引きを始めたり、増やしてみたい金融機関
　今後取り引きを始めたり、増やしてみたい金融機関としては、「郵便局」が最も多く、「銀行」、「協同組織金融機関」が続いている。前年と比べると、ほとんどの金融機関がポイントを減らす中、「海外の金融機関」がポイントを高めている。

  また、ビッグバンの認知度との関係をみると、ビッグバンを知っている世帯では、ビッグバンを知らない世帯に比べ、「海外の金融機関」や「証券会社」を重視する世帯がより多くなっている。












（図表）今後、取り引きを始めたり、


　　　　増やしてみたい金融機関


　　　　（２つまでの複数回答）





（図表）外貨建て金融商品の保有状況





（ビッグバンの認知度と


　取り引きをしたい金融機関の関係）





（図表）外貨建て金融商品の保有意思





（図表）外貨建て金融商品を保有したくない理由


　　　　（外貨建て金融商品を保有したくない世帯、複数回答）





（図表）外為取引自由化で興味を持つことがら（複数回答）











